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六甲山観光株式会社（本社：神戸市 社長：寺西公彦）が六甲山上で運営を行っている六甲高山植物園では、
様々な花が咲き誇るベストシーズンを迎えました。園内では、華やかなピンク色の花を咲かせ、花木の王
様との呼び名もある「ツクシシャクナゲ」が見頃です。他にも、日本最大級の巨木を含むドウダンツツジの
仲間が次々と開花しています。     

 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆ツクシシャクナゲ〈ツツジ科〉 

九州、四国から本州(紀伊半島)の広葉樹林内に生育する高さ

３～４ｍの常緑低木です。ピンク色の花は径約５ｃｍ、先が７つに

分かれており、枝先にこぼれんばかりにボール状の花をつける

様子から「花木の王様」「高嶺の花」とも呼ばれています。園内で

は、他にホソバシャクナゲ、ヤクシマシャクナゲなどを栽培してお

り、シャクナゲの仲間が６月上旬まで華やかな花を咲かせる見込

みです。 

【ドウダンツツジは次ページに記載しています】 

 

  

六甲高山植物園 ベストシーズン到来！ 

花木の王様 ツクシシャクナゲが見頃です 
 

◆リリースに関するお問合せ先  
六甲高山植物園 

 ＴＥＬ：０７８－８９１－１２４７／ＦＡＸ：０７８－８９１－０１３７ 
住所：〒６５７－０１０１ 神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１５０  
◆営業概要  
【開園期間】～１１月２３日(木・祝) ※休園日あり。HP をご確認ください。  
【開園時間】１０：００～１７：００ ※５月３日(水・祝)～５月５日(金・祝)は９：００～１７：００ 
【入 園料】 大人（中学生以上）９００円／小人（４歳～小学生）４５０円 【駐車場】１，０００円、GW 期間：２，０００円 
※荒天等により、営業・イベントの内容を変更・中止する場合があります。 
 

資料提供：２０２３年４月２５日（火） 
送信元：六甲高山植物園 

六甲山ポータルサイト  https://www.rokkosan.com/ 
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六甲高山植物園は１９３３年（昭和８年）に開園し、５月１日（日）で開園９０年を迎えます。当園のドウダンツツジ
は開園当時に植栽したものを大切に育て、推定の樹齢は９０年以上、高さは３ｍを超える巨木に成長しました。こ
こまで大きく成長したドウダンツツジは珍しく、日本最大級です。現在、枝いっぱいに白い花を咲かせています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ドウダンツツジ〈ツツジ科〉 
高さ１～３ｍの落葉低木です。静岡県から和歌山県までと四国

に自生しますが、庭木として広く利用されます。ドウダンは「灯台」

と書きます。枝の分かれ方がかつて宮中などで用いられた結び灯

台に似ていることから名づけられ、「とうだい」が「どうだん」に転じ

ました。花の咲く様子が満天に星を散らしたように美しいため、現

在では「満天星」の字があてられることもあります。園内ではサラ

サドウダンやベニドウダンなど、ドウダンツツジの仲間も見ることが

でき、５月下旬まで見頃です。 

樹齢９０年超 日本最大級の巨木 

ドウダンツツジの花が見頃です！ 

六甲山ポータルサイト  https://www.rokkosan.com/ 

サラサドウダン ベニドウダン 


